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Micro:bit ブロックプログラミング

LED、音階、無線

↓ 生徒の興味・関心の低下

Python コーディング

入力と表示

情報Ⅰ「コンピュータとプログラミング」

「センサやアクチュエータなどの

計測・制御システムを構成する

要素の機能や仕組みを理解し、」

高等学校情報科「情報Ⅰ」教員

研修用教材(文部科学省)より抜粋

「目的に応じたアルゴリズムを考え適切な方法で表現し，プログラミングにより...」

                                                                                             学習指導要領 情報Ⅰより抜粋  

前任校での学習活動



センサ（入力）生徒←外部環境
レーザー距離計
温湿度・気圧計
９軸センサー(加速度、角速度、磁気)

アクチュエータ（出力）生徒→外部環境
サーボモータ
ローテーションサーボモータ
ジョイスティック

ディスプレー（出力）生徒←データ

①

②

③

プログラミング学習の多様化

外部環境との相互作用



SA(Sensor & Actuator)ボックス

センサとアクチュエータの
データ送受信はボード型コン
ピュータで行う。プログラミ
ング言語は「micropython」

ボード型コンピュータ

温湿度・気圧
センサ

９軸センサ
(加速度、磁気
角速度)

ジョイスティック
(上下・左右)

サーボモータ

レーザー距離計
小型ディスプレー

エスエー

ディスプレー

2.4cm



SAのスピンオフ
ボード型コンピュータ 温湿度・気圧センサ

ディスプレー

気圧

温度
湿度

ブレッドボード

生徒←外部環境



校舎

校舎の各階と踊り場の気圧を
測定し記録してくる。(生徒２名)
教室に戻り、全員でその値を

共有する。
階が上がると気圧が下がること

を理解する。

測定した気圧から、何階にいる
から判定するプログラム(言語は
python)を作成する。

学習活動 生徒の記録シートの例

←廊下

職員室→



ＳＡ から ＧＴ

ＧＴ(Green sea Turtle、アオウミガメ)
ＧＴコントローラ

Bluetooth
(無線通信)

ＰＣ
プログラミング

生徒→外部環境

②プログラム
リモコン

③自律走行

①手動リモコン



GT

GTコントローラ

３輪車１輪駆動



壁
生徒の考えたアルゴリズムＧＴ内のプログラム(教師作成)

(言語は「micropython」)

①前に進み、壁にぶつか
りそうになったら止まる。

②前輪を右に回転させる。

③後ろにさがって止まる

④前輪をまっすぐにする。

⑤前進する。

動作「左に転回する」



動作「壁に沿って走行する」

スイッチオン

(距離測定)
生徒の考えたアルゴリズム

①壁までの距離を測りな
がら前に進む。

②壁に近づいたら、少し
右に曲がる。

③壁から離れたら、少し
左に曲がる。

※プログラムは教師が作成

蛇行！



成果と課題

成果 生徒の興味・関心を高める

計測・制御システム

プログラミング学習の多様化

外部環境
SA(Sensor & Actuator)ボックス

GT(Green sea Turtle) 小型カー

相互作用

課題 アルゴリズムとプログラミング

学習の深化



プログラミング学習

基礎

発展

計測・制御システム

生徒 外部環境

科学の甲子園 全国大会 実技競技

センサ・アクチュエータの理解
アルゴリズムの基礎学習

ＳＡとＧＴ

まとめ



CTS(Climb The Stairs)の目標

プログラミング学習の多様化への挑戦 モデルロケット搭載

ボード型
コンピュータ

気圧計

階段を登るエレベータに乗る
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